［様式例１］
火薬庫工事設計明細書

第１　設置目的
第２　使用予定期間
第３　種類及び棟数
第４　設置場所
第５　位置、構造及び設備
１　位　置
①　設置場所の現況地目及び地形
②　周辺の保安物件との距離
	区　　　分
	爆　　薬　　庫
	火　工　品　庫

	貯蔵しようとする
火薬類の種類数量
	
	

	爆薬換算最大数量
	ｔ
	ｔ

	保安物件
	保安物件名
	実 距 離
	法定距離
	保安物件名
	実 距 離
	法定距離

	第　一　種
	
	ｍ
	ｍ
	
	ｍ
	ｍ

	第　二　種
	
	
	
	
	
	

	第　三　種
	
	
	
	
	
	

	第　四　種
	
	
	
	
	
	


注　法定距離は、土堤の無い二級火薬庫の場合は保安距離の倍数のこと。
２　構　造
①　大きさ及び収容能力
	区　　　分
	爆　　薬　　庫
	火　工　品　庫

	
	間　口
	奥　行
	高　さ
	間　口
	奥　行
	高　さ

	内　　　法
	　ｍ
	　ｍ
	1.8　ｍ
	　ｍ
	　ｍ
	1.8　ｍ

	収容能力
	有効体積
	
	-0.6
	
	
	-0.6
	
	
	-0.1
	
	
	-0.6
	
	
	-0.6
	
	
	-0.1
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	段ボール
	縦
	横
	高さ
	
	
	

	
	計算値
	１段積　　　箱×　　　段×22.5㎏＝
合　計　最大　　　　　　　　　　ｔ
	


②　主体構造
鉄筋コンクリート造
コンクリートブロック造

軽量型鋼系プレハブ造
３　設　備
①　土堤（防爆壁、庫間距離）
②　避雷針
③　通路
④　防火設備
⑤　盗難防止設備
⑥　その他
４　位置図、工事仕様書細目、警鳴装置細目等
別紙のとおり。
備考
１　「周辺の保安物件との距離」の表には、許可申請の火薬類の種類及び最大貯蔵量を爆薬庫及び火工品庫に貯蔵区分して、その爆薬換算最大貯蔵量を算出し、その火薬庫毎に当該火薬庫の外壁から爆薬換算最大貯蔵量に相応する第一種保安物件までの保安距離を半径とする範囲内にある全部の保安物件につき名称及び水平の実距離並びに法定距離を記入すること。
２　「大きさ及び収容能力」の表中段ボールは、通常使用する火薬類の段ボール箱について記載のこと。又、有効体積の高さは1.8ｍから枕木の高さを減じたものを記載のこと。なお、火工品庫についても雷管の箱等につき同要領で計算のこと。
３　別紙とする位置図は、次のとおりとする。
①　火薬庫までの案内図（50,000分の１程度）
②　保安物件図（周辺の保安物件との距離）（500～5,000分の１で、縮尺、実測方法及び測量者名を明示し、かつ、前記１の内容を記入したもの。）
４　別紙とする工事仕様書細目は、次のとおりとする。
①　別表第１の細目基準にならって作成した表
②　構造図
５　別紙とする警鳴装置の細目は、次のとおりとする。
①　別表第３の細目基準にならって作成した表
②　配線図（保安物件図及び構造図に朱書きしてもよい。）
③　機器のカタログ及び設置要領を記載した書面
